
中学生の保護者 藤村 歩美 さん

　１年生の時、総合的な学習の時
間で給食の献立について学びまし
た。カロリー計算や栄養配分を考
えるのはとても大変でした。市長
の話を聞いて、毎日、栄養士がバ
ランス良く考えてくれた献立を食
べることができていることに、改
めて感謝の気持ちが強くなりまし
た。また、食べることの重要性や
給食費が無償化になって、周りの
人たちに支えられているというこ
とを改めて考え、これからは味わ
いながら残さず食べたいと思いま
す。   
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　物価高騰などがある中で、限られた予算で品数を減らさず、ア
レルギーへの対応や栄養素を満たす学校給食の献立を毎日考える
のは大変なことだと思います。そのような中でも、舞鶴の魚や万
願寺甘とうなど、地場産食材を使用した献立は、子ども達が自分
の住んでいる地元の良さに気付く教材の一つになっていてありが
たいです。
　仕事をしながら、毎日自宅の食事で栄養あるものを作るのは大変です。給食で成長
期に必要なバランスの取れた栄養あるものを提供いただけて、感謝しています。そし
て、給食を食べることが学校に行く楽しみの一つになってほしいと思っています。
　学校給食を通して、子どもが将来成長し、自分で料理する時や店で料理を選ぶ時に、
体に良いものを選択する力を付けてほしいです。

　市長の話を聞くまでは給食を当
たり前のように食べていました。
また、給食費は親が払ってくれて
いたので、給食に込められた思い
にまで関心が向かなかったけど、
私たちのためにいろんな人が支援、
協力してくれていると聞いて、と
てもありがたいと思いました。舞
鶴のお米はとてもおいしいし、全
体的に味付けもおいしいです。舞
鶴の食材を使った献立の日もあっ
て、工夫を凝らしてもらっています。
今までから給食は完食していました
が、今後もしっかり食べていきたい
です。

　給食に含まれている栄養素のこ
とはもちろん、決められた時間に
食べることで生活リズムを作るな
ど、給食が教育の一環になってい
ると考えたことがありませんでし
た。また、地元の生産者や調理人、
配送業者などさまざまな人が関わ
り、私たちの口に入っているのだ
と知りました。舞鶴市の可燃ごみ
のうち生ごみの約40㌫がフード
ロスと聞いてびっくりしました。
一人ひとりが少しでも食べ切るこ
とを意識するとごみが減ると思う
ので、実践していきたいです。
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　5月31日～7月19日、市内の全中学校を対象に、市
長が全校集会で「学校給食は栄養士が栄養バランスを
考えた献立であり、食の教科書であること」「給食は、
農家や調理員など多くの人が関わって、みんなに届け
られていること」「成長期にあるみんなにとって、給食
を残さずに食べることの大切さ」などについて、生徒
に語りかけました。

市長の講話を聞いて生徒が感じたこと

全中学校の生徒に向けて
市長が講話

保護者が期待する
学校給食

加佐中学校
2年生 佐藤 翠南 さん 城南中学校

3年生 　垣 和葉 さん 加佐中学校
3年生 西村 英人 さん

学校給食
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2学期から無償化開始




